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鈴木辰弥
 (
テーマと論文の方向性
・
テーマ
：
『
日本の
メガバンク
の中国戦略
』
・
結論（
予定
）
：
日系企業の中国ビジネスを支援する立場として、また各行が掲げるアジア
No1
の銀行となる為に
、
今後
中国において
どのような経営や施策が求められるかを提言する。
（具体的な施策はまだ思い付いていません。）
・
論文
の流れ
日系
企業の中国戦略の将来性
　→　
メガバンク
三行
の中国戦略
を
分析
・課題の洗い出し
→　
海外銀行の
中国戦略
例
　　
→　
今後メガバンクが執るべき施策は？
)









 (
メガバンクが
中国戦略を
強化する
必要性
①
中国は内需主導の経済発展段階に入る
事
。
②
中国
・内陸部の成長可能性が高い事
③
今までの日系企業の進出理由は
、
コストダウン目的が主。（単なる加工拠点）
　→
①の様に、輸出主導から内需主導へ切り替わる
④
国内での収益獲得の限界
)






 (
各メガバンクの中国
拠点数
（
2010
年
5
月現在）
三菱東京
UFJ
銀行・・・
9
支店、
3
つの出張所
中国銀行に出資・業務提携（
2006
年
6
月）
みずほ銀行・・・
9
支店
、
2
つの駐在員事務所。
中国
4
大銀行と業務提携。
（みずほコーポレート銀行・・・
10
支店、
3
つの出張所）
三井住友銀行・・・
8
支店、
4
つの出張所
)
 (
「開業
3
年以上、
2
年連続黒字経営」が達成された場合に
、
人民元業務が申請できると規定
。
（
中国
の
「外資銀行管理条例」
）
)







 (
今後の予定
資料の収集
と読み込み
→今後の中国経済の展望について
→各
メガバンクの
過去の中国戦略について
→
日系企業の中国戦略強化の必要性について
)
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